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一

　は
じ
め
に

　昭
和
二
〇
︵
一
九
四
五
︶
年
か
ら
昭
和
二
二
︵
一
九
四
七
︶
年
に
か
け
て
の

三
年
間
は
、
敗
戦
︵
終
戦
︶
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
我
が
国
の
社
会
の
あ
り

方
や
体
制
の
ほ
と
ん
ど
が
否
定
さ
れ
、
全
く
新
し
い
価
値
や
目
標
に
向
け
た
全

面
的
な
転
換
・
変
革
が
行
わ
れ
た
時
期
で
あ
る
。

　そ
れ
は
、
ま
た
、
学
校
教
育
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　教
育
の
理
念
や
制
度
・
組
織
等
だ
け
で
は
な
く
、
具
体
的
な
教
育
の
目
的
・

目
標
、
内
容
・
方
法
等
に
い
た
る
ま
で
、
全
て
の
面
で
新
し
い
あ
り
方
が
模
索

さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
教
育
の
根
底
を
支
え
る
価
値
観
や
教
育
観
・
児
童
観
、
さ

ら
に
は
、
学
校
教
育
の
制
度
や
方
法
、
指
導
の
あ
り
方
に
ま
で
及
ぶ
も
の
で

あ
っ
た
。

　こ
の
よ
う
な
戦
時
体
制
、
さ
ら
に
は
敗
戦
︵
終
戦
︶
に
よ
る
教
育
の
転
換
・

変
革
の
あ
り
よ
う
は
、
次
々
と
公
に
さ
れ
た
下
の
法
律
・
規
則
等
の
名
称
に
も

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
四
四
︵
昭
和
一
九
︶
年

　二
月
一
六
日 

﹁
国
民
学
校
令
等
戦
時
特
例
﹂

一
九
四
五
︵
昭
和
二
〇
︶
年

　五
月
二
二
日 

﹁
戦
時
教
育
令
﹂

 

八
月
一
四
日 

﹁
終
戦
ノ
詔
書
﹂

 

九
月
一
五
日 

﹁
新
日
本
建
設
ノ
教
育
方
針
﹂

一
九
四
六
︵
昭
和
二
一
︶
年

　三
月
三
一
日 

﹁
米
国
教
育
使
節
団
報
告
書
﹂

一
九
四
七
︵
昭
和
二
二
︶
年

　三
月
二
〇
日

 
 ﹁

昭
和
二
二
年
度

　学
習
指
導
要
領

　一
般
編
﹂

 

三
月
二
一
日 

﹁
教
育
基
本
法
﹂

 

三
月
二
九
日 

﹁
学
校
教
育
法
﹂

 

一
二
月
二
〇
日 

 

﹁
昭
和
二
二
年
度

　学
習
指
導
要
領
・
国
語
科
編
﹂

　本
稿
で
取
り
上
げ
る
実
践
記
録
集
﹃
綴
方
実
践
へ
の
道
﹄
は
、
一
九
四
七

︵
昭
和
二
二
︶
年
二
月
一
五
日
に
北
海
道
・
札
幌
市
で
刊
行
︵
こ
と
ば
と
文
化

の
会
編

　自
由
建
設
社
刊

　Ｂ
五
版

　全
一
四
九
ペ
ー
ジ
︶
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
刊
行
時
期
は
、
右
の
年
表
で
、
一
九
四
六
︵
昭
和
二
一
︶
年
三
月

三
一
日
の
﹁
米
国
教
育
使
節
団
報
告
書
﹂
と
、
一
九
四
七
︵
昭
和
二
二
︶
年
三

月
二
〇
日
の
﹁
昭
和
二
二
年
度

　学
習
指
導
要
領
・
一
般
編
﹂
と
の
間
に
位
置

菅

　原

　
　
　稔

戦
後
作
文
・
綴
り
方
教
育
史
研
究

―

戦
後
当
初
（
昭
和
二
二
年
二
月
）
刊
行
の
作
文
（
綴
り
方
）
教
育
実
践
書
を
読
む―
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づ
け
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
﹃
綴
方
実
践
へ
の
道
﹄
刊
行
当
時
は
、
す

で
に
敗
戦
︵
終
戦
︶
に
よ
っ
て
国
民
学
校
制
度
や
戦
時
教
育
体
制
は
否
定
さ
れ

た
も
の
の
、
そ
れ
に
代
わ
る
新
し
い
教
育
の
理
念
や
制
度
等
、
具
体
的
な
あ
り

方
は
、
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
。
い
わ
ば
戦
中
、
戦
後
の
谷
間
と
も
言
え
る
時

期
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
﹃
綴
方
実
践
へ
の
道
﹄
の
刊
行
当
時
は
、
戦
後
の
新

た
な
用
語
で
あ
る
﹁
書
く
こ
と
﹂
や
、
戦
後
に“com

position ”

の
訳
語
と
し

て
用
い
ら
れ
た
﹁
作
文
﹂
と
い
う
言
葉
等
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で

は
、
戦
前
・
戦
中
の
﹁
綴
り
方
﹂
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
、
戦
後
教
育
と
し

て
の
、
新
た
な
、
あ
る
べ
き
﹁
綴
方
実
践
へ
の
道
﹂
が
模
索
さ
れ
、
そ
の
成
果

が
公
刊
さ
れ
た
と
理
解
さ
れ
る
。

　本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
実
践
記
録
集
﹃
綴
方
実
践
へ
の

道
﹄
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
、
特
質
を
分
析
・
考
察
す
る
と
と
も
に
、
位

置
・
意
義
等
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
戦
後
の
﹁
書
く
こ
と=

作
文
・
綴
り
方
﹂
教
育
が
公
的
な
意
味
で
再
出
発
す
る
以
前
の
、
戦
後
当
初

の
、
新
し
い
﹁
綴
り
方
﹂
教
育
の
地
方
的
な
展
開
の
あ
り
よ
う
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

二

　『綴
方
実
践
へ
の
道
』
の
目
次
・
構
成
と
、「
推
奨
の

こ
と
ば
」
に
み
る
飯
田
廣
太
郎
の
作
文
・
綴
り
方
教

育
（
論
）

　﹃綴
方
実
践
へ
の
道
﹄︵
Ｂ
六
版
、
全
一
五
〇
ペ
ー
ジ
︶
は
、
冒
頭
の
﹁
推
奨

の
こ
と
ば
﹂
の
他
、
長
短
一
〇
篇
の
実
践
記
録
・
論
考
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
。
い
ま
、
そ
れ
ぞ
れ
の
題
目
と
執
筆
者
の
所
属
・
氏
名
、
所
収
ペ
ー
ジ
を

取
り
出
す
と
、
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　推
奨
の
こ
と
ば 

飯
田
廣
太
郎 

三 

　一

　綴
方
教
育
の
回
顧
と
反
省

 

札
幌
市
幌
北
国
民
学
校

　山
田
貞
一 

 

七

　二

　綴
方
教
育
と
児
童
文
化

 

札
幌
市
幌
南
国
民
学
校

　本
間
留
次
郎 

一
九

　三

　綴
方
の
生
活
指
導

 

札
幌
市
幌
南
国
民
学
校

　安
藤
鉄
夫 

 

三
三

　四

　綴
方
教
室
の
経
営

 

札
幌
市
北
光
国
民
学
校

　山
崎

　弘 

四
三

　五

　与
へ
る
文
話
の
研
究

 

札
幌
市
桑
園
国
民
学
校

　三
浦

　一 

五
五

　六

　表
現
技
術
の
指
導

 

札
幌
市
幌
北
国
民
学
校

　山
田
貞
一 

七
一

　七

　鑑
賞
批
評
指
導
の
理
論
と
実
践

 

札
幌
第
一
師
範
附
属
国
民
学
校

　佐
藤
一
郎 

八
三

　八

　問
題
と
な
る
作
品
の
処
理

 

札
幌
市
苗
穂
国
民
学
校

　源

　政
一 

一
〇
五

　九

　童
謡
童
詩
指
導
の
実
際

　

 

札
幌
市
桑
園
国
民
学
校

　後
藤
正
治 

一
一
九

一
〇

　話
し
方
聴
き
方
の
新
研
究

　
　

 

札
幌
市
桑
園
国
民
学
校

　三
浦

　一 

一
三
三
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　右
の
目
次
・
構
成
か
ら
、
こ
の
﹃
綴
方
実
践
へ
の
道
﹄
は
、
冒
頭
に
置
か
れ

た
飯
田
廣
太
郎�
の
﹁
推
奨
の
こ
と
ば
﹂
の
他
に
長
短
一
〇
編
の
論
考
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
論
考
の
う
ち
﹁
一

　綴

方
教
育
の
回
顧
と
反
省
﹂
と
﹁
六

　表
現
技
術
の
指
導
﹂
は
、
同
じ
山
田
貞

一
、﹁
五

　与
へ
る
文
話
の
研
究
﹂
と
﹁
一
〇

　話
し
方
聴
き
方
の
新
研
究
﹂

は
、
同
じ
三
浦
一
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
﹃
綴

方
実
践
へ
の
道
﹄
の
執
筆
者
は
、﹁
推
奨
の
こ
と
ば
﹂
の
執
筆
者
で
あ
る
飯
田

廣
太
郎
を
除
く
と
六
校
・
八
名
と
な
り
、
現
在
の
札
幌
市
内
の
公
立
小
学
校

二
〇
六
校
、
教
員
約
四
五
〇
〇
名
︵
二
〇
一
四―

平
成
二
六―

年
末
︶
を
考
え

る
と
、
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
。

　し
か
し
、
北
海
道
で
は
、
一
九
四
〇
︵
昭
和
一
五
︶
年
一
一
月
か
ら
翌

一
九
四
一
︵
昭
和
一
六
︶
年
四
月
に
か
け
て
、
札
幌
、
旭
川
、
釧
路
を
中
心

に
、﹁
北
海
道
綴
方
教
育
連
盟
﹂
に
属
す
る
約
五
〇
名
の
教
師
が
治
安
維
持
法

違
反
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
﹁
北
海
道
綴
方
教
育
連
盟
事
件
﹂
が
起

こ
っ
て
い
る
。
管
見
の
範
囲
で
、
こ
の
﹃
綴
方
実
践
へ
の
道
﹄
の
執
筆
者
の
名

前
の
中
に
、
そ
の
折
の
逮
捕
者
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
当
時
は
、
ま
だ
、

そ
の
事
件
の
記
憶
が
生
々
し
く
残
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
点
を

考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
﹃
綴
方
実
践
へ
の
道
﹄
は
、﹁
北
海
道
綴
方
教
育
連
盟
﹂

の
関
係
者
と
い
う
よ
り
は
、
飯
田
廣
太
郎
が
指
導
し
て
い
た
研
究
会
で
あ
る

﹁
読
本
夜
話
会
﹂﹁
国
語
夜
話
会
﹂
等
の
会
員
が
中
心
と
な
り
、
指
導
者
・
飯
田

廣
太
郎
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
、
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
。　い

ま
、
右
に
掲
げ
た
目
次
・
構
成
の
う
ち
、
飯
田
廣
太
郎
の
﹁
推
奨
の
こ
と

ば
﹂
の
中
か
ら
、
そ
の
作
文
・
綴
り
方
教
育
観
を
端
的
に
示
す
部
分
を
取
り
出

す
と
、
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る�
。

　な
る
程
、
子
供
た
ち
は
、
色
々
な
こ
と
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
し
て
ゐ

る
。
だ
が
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
で
、
綴
り
方
に
は
な
り
得
な
い
。︵
生
活

綴
り
方
か
ら
、
綴
り
方
生
活
へ
の
展
開
が
必
要
な
所
以
で
あ
る
。︶

　更
に
、﹁
そ
の
ま
ま
﹂
と
は
ど
ん
な
こ
と
な
の
か
、﹁
く
わ
し
く
﹂
と
は

ど
ん
な
こ
と
な
の
か
、
そ
の
意
義
す
ら
必
ず
し
も
明
確
に
は
な
つ
て
は
居

ら
ず
、
加
へ
て
、﹁
そ
の
ま
ま
﹂﹁
く
わ
し
く
﹂
と
い
ふ
こ
と
が
、
直
ち
に

表
現
を
規
制
す
る
決
定
的
な
条
件
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
考
へ
て
見
る

時
、
綴
り
方
表
現
の
一
線
に
浮
浪
し
て
ゐ
る
子
供
た
ち
を
救
ひ
、
綴
り
方

生
活
の
成
長
を
期
す
る
た
め
に
は
、
指
導
者
は
、
も
つ
と
真
剣
に
子
供
た

ち
の
表
現
生
活
の
内
部
に
沈
潜
し
、
も
つ
と
具
体
的
な
指
導
の
計
画
を
組

織
し
、
そ
し
て
も
つ
と
力
強
い
実
践
に
、
希
望
と
愛
と
熱
を
も
つ
て
、
前

進
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
ふ
。

　こ
こ
に
は
、
飯
田
廣
太
郎
の
作
文
・
綴
り
方
教
育
観
、
さ
ら
に
は
、
作
文
・

綴
り
方
指
導
の
方
法
論
を
支
え
る
考
え
方
が
、
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
飯
田

廣
太
郎
の
目
指
す
作
文
・
綴
り
方
教
育
は
、
生
活
指
導
の
た
め
の
綴
り
方
や
生

活
問
題
解
決
の
た
め
の
綴
り
方
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
、
綴
り
方
の
た
め
の

生
活
、
表
現
活
動
の
た
め
の
生
活
を
問
題
に
す
る
。
概
念
的
・
観
念
的
で
は
な

い
、
生
活
の
中
で
の
経
験
や
思
考
・
認
識
を
自
ら
の
課
題
や
問
題
と
し
て
書

く
・
綴
る
こ
と
の
で
き
る
主
体
と
し
て
の
児
童
を
育
て
よ
う
と
す
る
。
こ
の
よ

う
な
基
本
手
的
な
考
え
を
、
飯
田
廣
太
郎
は
、
端
的
に
﹁
生
活
綴
り
方
か
ら
綴

り
方
生
活
へ
﹂
と
表
現
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
生
活
を
表
現
す
る
こ
と
よ
り
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　右
の
目
次
・
構
成
か
ら
、
こ
の
﹃
綴
方
実
践
へ
の
道
﹄
は
、
冒
頭
に
置
か
れ

た
飯
田
廣
太
郎�
の
﹁
推
奨
の
こ
と
ば
﹂
の
他
に
長
短
一
〇
編
の
論
考
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
論
考
の
う
ち
﹁
一

　綴

方
教
育
の
回
顧
と
反
省
﹂
と
﹁
六

　表
現
技
術
の
指
導
﹂
は
、
同
じ
山
田
貞

一
、﹁
五

　与
へ
る
文
話
の
研
究
﹂
と
﹁
一
〇

　話
し
方
聴
き
方
の
新
研
究
﹂

は
、
同
じ
三
浦
一
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
﹃
綴

方
実
践
へ
の
道
﹄
の
執
筆
者
は
、﹁
推
奨
の
こ
と
ば
﹂
の
執
筆
者
で
あ
る
飯
田

廣
太
郎
を
除
く
と
六
校
・
八
名
と
な
り
、
現
在
の
札
幌
市
内
の
公
立
小
学
校

二
〇
六
校
、
教
員
約
四
五
〇
〇
名
︵
二
〇
一
四―

平
成
二
六―

年
末
︶
を
考
え

る
と
、
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
。

　し
か
し
、
北
海
道
で
は
、
一
九
四
〇
︵
昭
和
一
五
︶
年
一
一
月
か
ら
翌

一
九
四
一
︵
昭
和
一
六
︶
年
四
月
に
か
け
て
、
札
幌
、
旭
川
、
釧
路
を
中
心

に
、﹁
北
海
道
綴
方
教
育
連
盟
﹂
に
属
す
る
約
五
〇
名
の
教
師
が
治
安
維
持
法

違
反
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
﹁
北
海
道
綴
方
教
育
連
盟
事
件
﹂
が
起

こ
っ
て
い
る
。
管
見
の
範
囲
で
、
こ
の
﹃
綴
方
実
践
へ
の
道
﹄
の
執
筆
者
の
名

前
の
中
に
、
そ
の
折
の
逮
捕
者
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
当
時
は
、
ま
だ
、

そ
の
事
件
の
記
憶
が
生
々
し
く
残
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
点
を

考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
﹃
綴
方
実
践
へ
の
道
﹄
は
、﹁
北
海
道
綴
方
教
育
連
盟
﹂

の
関
係
者
と
い
う
よ
り
は
、
飯
田
廣
太
郎
が
指
導
し
て
い
た
研
究
会
で
あ
る

﹁
読
本
夜
話
会
﹂﹁
国
語
夜
話
会
﹂
等
の
会
員
が
中
心
と
な
り
、
指
導
者
・
飯
田

廣
太
郎
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
、
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
。　い

ま
、
右
に
掲
げ
た
目
次
・
構
成
の
う
ち
、
飯
田
廣
太
郎
の
﹁
推
奨
の
こ
と

ば
﹂
の
中
か
ら
、
そ
の
作
文
・
綴
り
方
教
育
観
を
端
的
に
示
す
部
分
を
取
り
出

す
と
、
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る�
。

　な
る
程
、
子
供
た
ち
は
、
色
々
な
こ
と
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
し
て
ゐ

る
。
だ
が
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
で
、
綴
り
方
に
は
な
り
得
な
い
。︵
生
活

綴
り
方
か
ら
、
綴
り
方
生
活
へ
の
展
開
が
必
要
な
所
以
で
あ
る
。︶

　更
に
、﹁
そ
の
ま
ま
﹂
と
は
ど
ん
な
こ
と
な
の
か
、﹁
く
わ
し
く
﹂
と
は

ど
ん
な
こ
と
な
の
か
、
そ
の
意
義
す
ら
必
ず
し
も
明
確
に
は
な
つ
て
は
居

ら
ず
、
加
へ
て
、﹁
そ
の
ま
ま
﹂﹁
く
わ
し
く
﹂
と
い
ふ
こ
と
が
、
直
ち
に

表
現
を
規
制
す
る
決
定
的
な
条
件
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
考
へ
て
見
る

時
、
綴
り
方
表
現
の
一
線
に
浮
浪
し
て
ゐ
る
子
供
た
ち
を
救
ひ
、
綴
り
方

生
活
の
成
長
を
期
す
る
た
め
に
は
、
指
導
者
は
、
も
つ
と
真
剣
に
子
供
た

ち
の
表
現
生
活
の
内
部
に
沈
潜
し
、
も
つ
と
具
体
的
な
指
導
の
計
画
を
組

織
し
、
そ
し
て
も
つ
と
力
強
い
実
践
に
、
希
望
と
愛
と
熱
を
も
つ
て
、
前

進
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
ふ
。

　こ
こ
に
は
、
飯
田
廣
太
郎
の
作
文
・
綴
り
方
教
育
観
、
さ
ら
に
は
、
作
文
・

綴
り
方
指
導
の
方
法
論
を
支
え
る
考
え
方
が
、
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
飯
田

廣
太
郎
の
目
指
す
作
文
・
綴
り
方
教
育
は
、
生
活
指
導
の
た
め
の
綴
り
方
や
生

活
問
題
解
決
の
た
め
の
綴
り
方
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
、
綴
り
方
の
た
め
の

生
活
、
表
現
活
動
の
た
め
の
生
活
を
問
題
に
す
る
。
概
念
的
・
観
念
的
で
は
な

い
、
生
活
の
中
で
の
経
験
や
思
考
・
認
識
を
自
ら
の
課
題
や
問
題
と
し
て
書

く
・
綴
る
こ
と
の
で
き
る
主
体
と
し
て
の
児
童
を
育
て
よ
う
と
す
る
。
こ
の
よ

う
な
基
本
手
的
な
考
え
を
、
飯
田
廣
太
郎
は
、
端
的
に
﹁
生
活
綴
り
方
か
ら
綴

り
方
生
活
へ
﹂
と
表
現
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
生
活
を
表
現
す
る
こ
と
よ
り
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も
、
表
現
の
あ
る
生
活
を
、
さ
ら
に
は
、
表
現
活
動
を
日
々
の
暮
ら
し
の
中
に

位
置
づ
け
生
活
者
を
目
指
す
べ
き
だ
と
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
ま

た
、
戦
後
の
国
語
︵
科
︶
教
育
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
﹁
言
語
生
活
の
向

上
﹂
と
い
う
考
え
方
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

　作
文
・
綴
り
方
指
導
に
お
い
て
、
な
ぜ
﹁
そ
の
ま
ま
︵
あ
り
の
ま
ま
︶﹂﹁
く

わ
し
く
﹂
書
く
こ
と
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
そ
れ
は
、﹁
良
い

作
文
﹂
や
﹁
長
く
詳
し
い
作
品
﹂
を
書
か
せ
る
た
め
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で

も
、﹁
良
い
生
活
﹂﹁
綴
り
方
の
あ
る
生
活
﹂
の
た
め
の
指
導
で
あ
る
。
言
い
換

え
れ
ば
、
あ
る
べ
き
表
現
主
体
を
育
て
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
飯
田
廣
太

郎
の
﹁
生
活
綴
り
方
か
ら
綴
り
方
生
活
へ
﹂
と
い
う
端
的
な
言
葉
の
意
味
で
も

あ
る
と
理
解
で
き
る
。
こ
こ
に
、
飯
田
廣
太
郎
の
目
指
す
、
新
し
い
意
味
と
し

て
の
﹁
綴
り
方
﹂﹁
綴
り
方
生
活
﹂
指
導
の
特
質
を
見
い
出
せ
る
。

三

　『綴
方
実
践
へ
の
道
』
所
収
論
考
に
見
る
作
文
・
綴

り
方
教
育
（
論
）

　﹃綴
方
実
践
へ
の
道
﹄
に
収
め
ら
れ
て
い
る
一
〇
篇
の
論
考
は
、
い
ず
れ
も

一
〇
ペ
ー
ジ
か
ら
一
五
ペ
ー
ジ
程
度
の
比
較
的
短
い
も
の
で
あ
る
。
い
ま
、
そ

れ
ぞ
れ
の
論
考
を
、
筆
者
が
強
調
し
て
い
る
点
を
中
心
に
整
理
・
類
別
す
る

と
、
そ
れ
は
、
大
き
く
次
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
る
。

①
・
戦
前
の
作
文
・
綴
り
方
教
育
を
振
り
返
り
、

 

戦
後
の
新
た
な
あ
り
方
を
提
言
す
る
も
の

⋮
⋮

　一
、
二
、
四
、
七
、
八

②
・
戦
後
の
作
文
・
綴
り
方
教
育
で
中
心
と
な
る
べ
き

 

新
た
な
視
点
や
観
点
を
積
極
的
に
提
言
す
る
も
の 

⋮
⋮

　三

③
・
戦
前
の
作
文
・
綴
り
方
教
育
の
持
つ
長
所
を
再
評
価
し
、

 

そ
れ
を
新
た
な
視
点
か
ら
継
承
し
よ
う
と
す
る
も
の　⋮

⋮

　五
、
六

④
・
そ
の
他 

⋮
⋮

　九
、
一
〇

　右
の
よ
う
に
類
別
す
る
と
、
①
の
﹁
戦
前
の
作
文
・
綴
り
方
教
育
を
振
り
返

り
、
戦
後
の
新
た
な
あ
り
方
を
提
言
す
る
も
の
﹂
に
属
す
る
論
稿
が
多
く
、
過

半
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
﹃
綴
方
実
践
へ
の
道
﹄
へ

の
寄
稿
者
の
多
く
が
、
戦
前
に
、
様
々
な
考
え
や
立
場
か
ら
積
極
的
に
作
文
・

綴
り
方
教
育
︵
実
践
︶
に
取
り
組
み
、
戦
後
の
再
出
発
に
大
き
な
期
待
と
熱
意

を
持
っ
て
臨
も
う
と
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

　ま
ず
、
①
の
﹁
戦
前
の
作
文
・
綴
り
方
教
育
を
振
り
返
り
、
戦
後
の
新
た
な

あ
り
方
を
提
言
す
る
も
の
﹂
に
類
別
さ
れ
る
論
考
の
中
か
ら
、
戦
後
の
作
文
・

綴
り
方
教
育
の
在
り
方
・
方
向
を
﹁
総
論
﹂
と
で
も
言
え
る
立
場
か
ら
述
べ
て

い
る
一
の
﹁
綴
方
教
育
の
回
顧
と
反
省
﹂
を
取
り
上
げ
た
い
。

　こ
こ
で
山
田
貞
一
は
、﹁
何
も
の
を
も
圧
す
る
教
科
﹂
で
あ
っ
た
作
文
・
綴

り
方
が
﹁
何
故
か
う
も
衰
退
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。﹂
と
述
べ
、
そ
の
理
由
を

次
の
四
項
に
あ
げ
て
い
る�
。

・
リ
ア
リ
ズ
ム
綴
方
へ
の
反
感

・
綴
方
教
師
へ
の
弾
圧
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・
国
民
学
校
綴
方
教
師
用
書
の
誕
生

・
戦
争
に
よ
る
取
材
の
偏
向

　こ
の
四
つ
の
項
目
の
う
ち
、﹁
綴
方
教
師
へ
の
弾
圧
﹂
は
、
先
に
あ
げ
た

﹁
北
海
道
綴
方
教
育
連
盟
事
件
﹂
を
指
し
て
お
り
、﹁
戦
争
に
よ
る
取
材
の
偏

向
﹂
は
、
い
わ
ゆ
る
﹁
戦
時
綴
り
方
﹂﹁
慰
問
文
綴
り
方
﹂﹁
銃
後
の
綴
り
方
﹂

等
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
作
文
・
綴
り
方
の
﹁
衰
退
﹂
の
理

由
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
﹁
綴
方
教
師
へ
の
弾
圧
﹂﹁
戦
争
に
よ
る
取
材
の
偏
向
﹂

と
と
も
に
、﹁
リ
ア
リ
ズ
ム
綴
方
へ
の
反
感
﹂
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
点
は
注
目

さ
れ
る
。
戦
前
の
あ
る
時
期
、
厳
し
く
貧
し
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
児

童
・
生
徒
に
、
作
文
・
綴
り
方
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
置
か
れ
て
い
る
生
活

の
現
実
に
取
り
組
ま
せ
、
主
体
を
回
復
さ
せ
よ
う
と
す
る
、
綴
り
方
教
育
︵
綴

り
方
に
よ
る
教
育
︶
が
あ
っ
た
。
国
語
科
の
枠
を
超
え
た
、
い
わ
ゆ
る
生
活
主

義
綴
り
方
︵
生
活
綴
り
方
︶
で
あ
る
。
そ
こ
で
大
切
に
さ
れ
た
の
は
、
作
文

︵
綴
り
方
︶
の
表
現
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
生
活
の
あ
り
よ
う
で
あ
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
主
体
的
・
積
極
的
な
姿
勢
・
生
き
方
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
は
、
児
童
の
作
文
︵
綴
り
方
︶
は
、
常
に
、
そ
の
背
後
に
あ
る
生
き
方

や
社
会
と
関
わ
る
姿
勢
の
表
わ
れ
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
学
習

の
主
体
と
し
て
の
児
童
を
育
て
る
視
点
か
ら
、﹁
戦
時
綴
り
方
﹂﹁
慰
問
文
綴
り

方
﹂
等
は
﹁
戦
争
に
よ
る
取
材
の
偏
り
﹂
と
し
て
否
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ

れ
と
同
時
に
、
生
活
の
現
実
に
厳
し
く
立
ち
向
か
う
こ
と
を
求
め
る
﹁
リ
ア
リ

ズ
ム
綴
り
方
﹂
の
重
視
も
、
ま
た
、
作
文
︵
綴
り
方
︶
の
衰
退
を
招
い
た
と
す

る
。
山
田
貞
一
の
あ
げ
る
綴
り
方
の
衰
退
の
四
つ
の
理
由
の
う
ち
の
、﹁
リ
ア

リ
ズ
ム
綴
方
へ
の
反
感
﹂
と
、
他
の
三
つ
の
﹁
綴
方
教
師
へ
の
弾
圧
﹂﹁
国
民

学
校
綴
方
教
師
用
書
の
誕
生
﹂﹁
戦
争
に
よ
る
取
材
の
偏
向
﹂
と
は
、
互
い
に

矛
盾
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
戦
前
の
﹁
綴
り
方
教
師
へ
の
弾
圧
﹂
や
﹁
戦
争
に

よ
る
取
材
の
偏
向
﹂
は
、﹁
国
民
学
校
綴
方
教
師
用
書
の
誕
生
﹂
に
と
も
な
っ

た
﹁
戦
時
綴
り
方
﹂
や
﹁
慰
問
文
綴
り
方
﹂
に
対
し
て
で
は
な
く
、
生
活
の
現

実
や
矛
盾
を
厳
し
く
見
つ
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
﹁
リ
ア
リ
ズ
ム
綴
方
﹂
に
対
し

た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
な
、
戦
前
・
戦
中
の
﹁
戦
時
綴
り
方
﹂﹁
慰
問
文
綴
り
方
﹂
や

﹁
国
民
学
校
綴
方
教
師
書
﹂
を
用
い
た
指
導
で
は
な
く
、
ま
た
﹁
リ
ア
リ
ズ
ム

綴
り
方
﹂
で
も
な
い
、
戦
後
の
あ
る
べ
き
綴
り
方
を
、
山
田
貞
一
は
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る�
。

　時
は
一
変
し
た
。
日
本
は
敗
戦
の
姿
で
、
今
や
虚
脱
し
て
い
る
。

　児
童
は
教
科
書
も
な
く
、
経
済
生
活
の
貧
困
に
学
習
意
欲
も
薄
れ
、
つ

か
み
ど
こ
ろ
の
な
い
ま
ゝ
に
過
ご
し
て
い
る
が
、
然
し
、
ど
こ
か
ら
か
見

つ
け
出
す
古
い
雑
誌
等
を
引
っ
張
り
合
っ
て
、
読
ん
で
い
る
。︵
中
略―

引
用
者
︶

　こ
の
困
迷
し
た
時
局
に
、
綴
方
の
使
命
は
何
で
あ
ら
う
。
私
は
結
論
的

に―

せ
め
て
読
む
楽
し
み
が
薄
け
れ
ば
、
表
現
、
発
表
す
る
の
楽
し
み
を

与
へ
て
や
り
た
い―

と
叫
び
た
い
。

　児
童
は
黙
っ
て
居
ら
れ
ぬ
性
を
持
つ
て
ゐ
る
。
表
現
し
た
い
活
動
を
い

つ
も
抱
い
て
ゐ
る
。
こ
の
性
を
巧
み
に
助
長
し
、
こ
ゝ
に
文
化
志
向
の
途

を
ひ
ら
い
て
行
く
こ
と
に
努
め
ね
ば
な
る
ま
い
。

　山
田
貞
一
は
、
終
戦
︵
敗
戦
︶
直
後
の
、
経
済
的
に
も
、
ま
た
精
神
的
に
も
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・
国
民
学
校
綴
方
教
師
用
書
の
誕
生

・
戦
争
に
よ
る
取
材
の
偏
向

　こ
の
四
つ
の
項
目
の
う
ち
、﹁
綴
方
教
師
へ
の
弾
圧
﹂
は
、
先
に
あ
げ
た

﹁
北
海
道
綴
方
教
育
連
盟
事
件
﹂
を
指
し
て
お
り
、﹁
戦
争
に
よ
る
取
材
の
偏

向
﹂
は
、
い
わ
ゆ
る
﹁
戦
時
綴
り
方
﹂﹁
慰
問
文
綴
り
方
﹂﹁
銃
後
の
綴
り
方
﹂

等
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
作
文
・
綴
り
方
の
﹁
衰
退
﹂
の
理

由
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
﹁
綴
方
教
師
へ
の
弾
圧
﹂﹁
戦
争
に
よ
る
取
材
の
偏
向
﹂

と
と
も
に
、﹁
リ
ア
リ
ズ
ム
綴
方
へ
の
反
感
﹂
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
点
は
注
目

さ
れ
る
。
戦
前
の
あ
る
時
期
、
厳
し
く
貧
し
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
児

童
・
生
徒
に
、
作
文
・
綴
り
方
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
置
か
れ
て
い
る
生
活

の
現
実
に
取
り
組
ま
せ
、
主
体
を
回
復
さ
せ
よ
う
と
す
る
、
綴
り
方
教
育
︵
綴

り
方
に
よ
る
教
育
︶
が
あ
っ
た
。
国
語
科
の
枠
を
超
え
た
、
い
わ
ゆ
る
生
活
主

義
綴
り
方
︵
生
活
綴
り
方
︶
で
あ
る
。
そ
こ
で
大
切
に
さ
れ
た
の
は
、
作
文

︵
綴
り
方
︶
の
表
現
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
生
活
の
あ
り
よ
う
で
あ
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
主
体
的
・
積
極
的
な
姿
勢
・
生
き
方
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
は
、
児
童
の
作
文
︵
綴
り
方
︶
は
、
常
に
、
そ
の
背
後
に
あ
る
生
き
方

や
社
会
と
関
わ
る
姿
勢
の
表
わ
れ
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
学
習

の
主
体
と
し
て
の
児
童
を
育
て
る
視
点
か
ら
、﹁
戦
時
綴
り
方
﹂﹁
慰
問
文
綴
り

方
﹂
等
は
﹁
戦
争
に
よ
る
取
材
の
偏
り
﹂
と
し
て
否
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ

れ
と
同
時
に
、
生
活
の
現
実
に
厳
し
く
立
ち
向
か
う
こ
と
を
求
め
る
﹁
リ
ア
リ

ズ
ム
綴
り
方
﹂
の
重
視
も
、
ま
た
、
作
文
︵
綴
り
方
︶
の
衰
退
を
招
い
た
と
す

る
。
山
田
貞
一
の
あ
げ
る
綴
り
方
の
衰
退
の
四
つ
の
理
由
の
う
ち
の
、﹁
リ
ア

リ
ズ
ム
綴
方
へ
の
反
感
﹂
と
、
他
の
三
つ
の
﹁
綴
方
教
師
へ
の
弾
圧
﹂﹁
国
民

学
校
綴
方
教
師
用
書
の
誕
生
﹂﹁
戦
争
に
よ
る
取
材
の
偏
向
﹂
と
は
、
互
い
に

矛
盾
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
戦
前
の
﹁
綴
り
方
教
師
へ
の
弾
圧
﹂
や
﹁
戦
争
に

よ
る
取
材
の
偏
向
﹂
は
、﹁
国
民
学
校
綴
方
教
師
用
書
の
誕
生
﹂
に
と
も
な
っ

た
﹁
戦
時
綴
り
方
﹂
や
﹁
慰
問
文
綴
り
方
﹂
に
対
し
て
で
は
な
く
、
生
活
の
現

実
や
矛
盾
を
厳
し
く
見
つ
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
﹁
リ
ア
リ
ズ
ム
綴
方
﹂
に
対
し

た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
な
、
戦
前
・
戦
中
の
﹁
戦
時
綴
り
方
﹂﹁
慰
問
文
綴
り
方
﹂
や

﹁
国
民
学
校
綴
方
教
師
書
﹂
を
用
い
た
指
導
で
は
な
く
、
ま
た
﹁
リ
ア
リ
ズ
ム

綴
り
方
﹂
で
も
な
い
、
戦
後
の
あ
る
べ
き
綴
り
方
を
、
山
田
貞
一
は
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る�
。

　時
は
一
変
し
た
。
日
本
は
敗
戦
の
姿
で
、
今
や
虚
脱
し
て
い
る
。

　児
童
は
教
科
書
も
な
く
、
経
済
生
活
の
貧
困
に
学
習
意
欲
も
薄
れ
、
つ

か
み
ど
こ
ろ
の
な
い
ま
ゝ
に
過
ご
し
て
い
る
が
、
然
し
、
ど
こ
か
ら
か
見

つ
け
出
す
古
い
雑
誌
等
を
引
っ
張
り
合
っ
て
、
読
ん
で
い
る
。︵
中
略―

引
用
者
︶

　こ
の
困
迷
し
た
時
局
に
、
綴
方
の
使
命
は
何
で
あ
ら
う
。
私
は
結
論
的

に―

せ
め
て
読
む
楽
し
み
が
薄
け
れ
ば
、
表
現
、
発
表
す
る
の
楽
し
み
を

与
へ
て
や
り
た
い―

と
叫
び
た
い
。

　児
童
は
黙
っ
て
居
ら
れ
ぬ
性
を
持
つ
て
ゐ
る
。
表
現
し
た
い
活
動
を
い

つ
も
抱
い
て
ゐ
る
。
こ
の
性
を
巧
み
に
助
長
し
、
こ
ゝ
に
文
化
志
向
の
途

を
ひ
ら
い
て
行
く
こ
と
に
努
め
ね
ば
な
る
ま
い
。

　山
田
貞
一
は
、
終
戦
︵
敗
戦
︶
直
後
の
、
経
済
的
に
も
、
ま
た
精
神
的
に
も
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虚
脱
し
退
廃
し
た
児
童
に
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
、
た
だ
﹁
表
現
、
発
表

す
る
の
楽
し
み
を
与
え
て
や
﹂
る
た
め
の
作
文
・
綴
り
方
指
導
を
提
言
す
る
。

こ
こ
で
目
指
す
作
文
・
綴
り
方
は
、
生
活
や
現
実
を
厳
し
く
リ
ア
ル
に
見
つ
め

る
、
あ
る
い
は
、
あ
る
べ
き
明
日
の
姿
を
確
実
に
展
望
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

な
く
て
も
よ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
優
れ
た
文
章
や
巧
み
な
表
現
で
あ
る
必
要
も
な

い
。
児
童
の
現
実
に
即
し
た
、﹁
表
現
、
発
表
す
る
の
楽
し
み
﹂
を
十
分
に
味

わ
わ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
作
文
・
綴
り
方
、
あ
る
い
は
、﹁
黙
っ
て
居
ら
れ
ぬ

性
﹂
を
開
放
す
る
喜
び
を
経
験
さ
せ
る
作
文
・
綴
り
方
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る

と
す
る
。
作
品
と
し
て
の
完
成
度
や
上
手
・
下
手
で
は
な
く
、
た
だ
一
点
、
何

物
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
自
己
解
放
や
自
己
表
現
の
充
実
感
・
満
足
感
を
味
わ
わ

せ
、
そ
こ
か
ら
﹁
文
化
志
向
の
途
を
ひ
ら
い
て
行
く
﹂
こ
と
を
求
め
る
の
で
あ

る
。　そ

れ
ま
で
の
戦
時
体
制
に
よ
る
全
体
主
義
的
な
行
き
方
か
ら
の
全
面
的
な
転

換
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
作
文
︵
綴
り
方
︶
指
導
は
、
上
手
・
下
手
で
は
な

く
、
一
人
ひ
と
り
が
ど
れ
だ
け
自
分
ら
し
く
、
正
直
な
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
己

を
表
現
し
て
い
る
か
が
目
指
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
前
提
と
す
る
と

き
、
児
童
の
文
章
の
内
容
と
し
て
の
生
活
や
行
動
、
あ
る
い
は
思
考
・
認
識

と
、
そ
れ
ら
を
表
現
す
る
形
式
と
し
て
の
言
語
力
・
文
章
力
と
の
か
か
わ
り
が

問
題
と
な
る
。
い
わ
ゆ
る
形
式
と
し
て
の
文
章
表
現
と
内
容
と
し
て
の
認
識
・

行
動
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
形
式
と
内
容
、
あ
る
い
は
表
現
と
認
識
・
行
動
と

の
関
係
は
、
こ
れ
ま
で
の
作
文
・
綴
り
方
教
育
の
中
で
様
々
に
論
じ
ら
れ
て
き

た
が
、
こ
の
﹃
綴
方
実
践
へ
の
道
﹄
で
は
、
と
く
に
、
四
の
﹁
綴
り
方
教
室
の

経
営
﹂、
お
よ
び
、
八
の
﹁
問
題
と
な
る
作
品
の
処
理
﹂
に
、
同
様
の
考
え
方

に
基
づ
く
、
次
の
よ
う
な
と
ら
え
方
が
み
ら
れ
る
。

　綴
方
教
室
の
解
放
、
そ
れ
は
、
学
級
社
会
の
全
員
が
自
由
に
自
己
の
思

想
を
発
表
し
、
又
他
の
思
想
を
十
分
に
理
解
し
う
る
力
を
与
へ
ら
れ
る
こ

と
か
ら
始
ま
る
。
⋮︵
中
略―

引
用
者
︶⋮
新
し
い
綴
方
教
室
、
そ
れ
は
、

解
放
さ
れ
た
教
室
で
あ
り
、
解
放
さ
れ
た
教
室
は
解
放
さ
れ
た
学
校
に
の

み
営
ま
れ
る�
。

　問
題
は
表
現
さ
れ
た
作
品
そ
の
も
の
よ
り
も
、
そ
の
作
品
を
生
ん
だ
生

活
態
度
な
り
、
生
活
環
境
な
り
生
活
意
識
な
り
が
、
如
何
な
る
所
に
あ
ゝ

て
、
作
品
に
如
何
に
作
用
し
た
か
と
い
ふ
所
に
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
指
導

の
重
点
も
、
主
と
し
て
そ
こ
に
向
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い�
。

　こ
こ
で
は
、
作
文
︵
綴
り
方
︶
指
導
を
、
狭
い
意
味
で
の
国
語
科
の
表
現
技

能
、
あ
る
い
は
言
語
能
力
の
範
囲
だ
け
に
と
ど
め
ず
、
そ
の
根
底
に
あ
る
思

考
・
認
識
︵
思
い
方
、
考
え
方
、
感
じ
方
︶
の
指
導
を
も
含
め
た
、
生
活
指
導

の
中
に
位
置
づ
け
る
。
こ
の
よ
う
な
と
ら
え
方
は
、
あ
る
意
味
で
、
戦
前
・
戦

中
の
全
体
的
・
画
一
的
な
教
育
体
制
か
ら
解
放
さ
れ
た
教
師
の
、
理
想
主
義
的

な
姿
勢
の
表
わ
れ
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　次
に
、
②
の
﹁
戦
後
の
作
文
・
綴
り
方
教
育
で
中
心
と
な
る
べ
き
新
た
な
視

点
や
観
点
を
積
極
的
に
提
言
す
る
も
の
﹂
に
類
別
さ
れ
る
三
の
論
考
﹁
綴
り
方

の
生
活
指
導
﹂
で
あ
る
。

　こ
こ
で
安
藤
鉄
夫
は
、
い
わ
ゆ
る
﹁
生
活
指
導
﹂
と
﹁
綴
り
方
の
生
活
指

導
﹂
と
を
区
別
す
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る�
。

　⋮
⋮
そ
の
文
の
内
容
を
な
す
生
活
事
実
の
特
異
性
を
感
得
せ
し
め
ん
と
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す
る
は
た
ら
き
が
余
り
に
も
強
く
は
た
ら
き
、
か
う
し
た
指
導
態
度
の
も

と
に
育
て
ら
れ
て
き
た
児
童
は
い
つ
の
間
に
か
、
鑑
賞
材
料
の
作
品
に
対

し
て
、
そ
の
創
作
の
態
度
な
り
、
表
現
の
妙
味
な
り
を
、
理
解
、
感
得
す

る
と
い
ふ
よ
り
も
、
文
の
内
容
を
な
す
作
者
の
生
活
行
為
な
り
、
生
活
態

度
を
憧
憬
、
模
倣
す
る
こ
と
に
意
を
向
け
や
す
く
な
つ
て
し
ま
ふ
。
児
童

の
文
を
観
る
態
度
が
、
か
う
し
た
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
、
文
の
鑑
賞
指
導

上
非
常
な
危
険
を
招
く
原
因
と
な
る
か
ら
十
分
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　こ
こ
に
見
ら
れ
る
安
藤
鉄
夫
の
考
え
方
は
、
新
し
く
、
ま
た
示
唆
に
富
む
。

わ
が
国
の
戦
後
の
作
文
・
綴
り
方
︵
教
育
︶
を
代
表
・
象
徴
す
る
も
の
と
さ
れ

る
こ
と
の
多
い
﹃
山
び
こ
学
校8
﹄
は
、
そ
こ
に
表
現
さ
れ
た
生
徒
の
生
き
方
・

生
活
の
姿
よ
り
も
、
そ
れ
ら
に
取
り
組
む
取
材
力
、
表
現
・
描
写
力
、
文
章

力
、
そ
の
活
動
を
支
え
る
主
体
的
な
言
語
力
⋮
⋮
が
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
﹁
表
現
﹂
よ
り
も
、
表
現
さ
れ
た
﹁
内
容
﹂
と
し

て
の
生
活
・
生
き
方
が
感
動
の
対
象
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
教

育
実
践
記
録
の
読
み
方
と
し
て
誤
っ
た
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　こ
の
よ
う
な
、
戦
後
の
作
文
・
綴
り
方
教
育
が
生
み
出
し
た
﹃
山
び
こ
学

校
﹄
へ
の
評
価
の
誤
り
を
、﹃
山
び
こ
学
校
﹄
刊
行
の
四
年
前
に
、
安
藤
鉄
夫

は
、
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　最
後
に
、
③
の
﹁
戦
前
の
作
文
・
綴
り
方
教
育
の
持
つ
長
所
を
再
評
価
し
、

そ
れ
を
新
た
な
視
点
か
ら
継
承
し
よ
う
と
す
る
も
の
﹂
の
中
か
ら
、
五
の
三
浦

一
の
﹁
与
へ
る
文
話
の
研
究
﹂
を
取
り
上
げ
た
い
。

　三
浦
一
は
、﹁
初
等
科
二
年
に
与
へ
た
い
文
話
要
項
﹂
と
し
て
、
文
話
を
与

え
る
留
意
点
を
、

一
・
材
の
範
囲
を
拡
大
し
て
や
る
。

二
・
少
し
づ
つ
内
面
的
な
観
方
に
ま
で
向
は
せ
る
。

三
・﹁
日
記
﹂﹁
童
詩
﹂﹁
手
紙
﹂
の
初
歩
的
な
も
の
を
取
り
入
れ
る
。

の
三
点
と
し
て
示
し
た
後
に
、﹁
こ
も
り
﹂
と
題
し
た
二
年
生
の
児
童
の
文
章

を
取
り
上
げ
、
そ
の
後
に
、
次
の
よ
う
な
﹁
文
話
﹂
の
例
を
示
し
て
い
る9
。

◎
﹁
皆
も
お
も
り
を
し
た
こ
と
が
あ
る
で
せ
う
。
お
も
り
は
中
々
め
ん
ど

う
で
す
が
、
こ
れ
を
読
む
と
よ
く
お
も
り
を
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す

ね
。
妹
を
お
世
話
し
て
ゐ
る
お
姉
さ
ん
ら
し
い
と
こ
ろ
、
妹
の
か
は
い
い

と
こ
ろ
が
わ
か
り
ま
す
ね
。
ね
え
さ
ん
、
お
か
あ
さ
ん
、
ヨ
シ
子
の
こ
と

ば
に
﹁

　﹂
を
つ
け
て
い
ま
す
ね
﹂

　こ
の
例
か
ら
、﹁
文
話
﹂
を
用
い
た
指
導
と
は
、
学
級
の
全
員
の
児
童
を
対

象
に
、
特
定
の
児
童
の
文
章
を
例
と
し
て
取
り
上
げ
な
が
ら
、
具
体
的
な
形
で

語
り
か
け
、
指
導
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
学
級
の
児
童
が
共
通
し

て
持
つ
課
題
や
問
題
を
、
あ
る
い
は
、
時
に
は
本
人
も
気
づ
い
て
い
な
い
長
所

や
短
所
を
、
具
体
的
な
学
級
の
児
童
の
文
章
を
例
に
、
学
級
の
全
員
に
対
す
る

一
斉
指
導
と
し
て
話
し
か
け
気
づ
か
せ
よ
う
と
す
る
。

　と
も
す
れ
ば
個
別
の
赤
ペ
ン
あ
る
い
は
膝
下
指
導
に
な
り
が
ち
な
作
文
指
導

を
乗
り
越
え
る
た
め
の
、
一
つ
の
方
法
で
あ
ろ
う
。
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す
る
は
た
ら
き
が
余
り
に
も
強
く
は
た
ら
き
、
か
う
し
た
指
導
態
度
の
も

と
に
育
て
ら
れ
て
き
た
児
童
は
い
つ
の
間
に
か
、
鑑
賞
材
料
の
作
品
に
対

し
て
、
そ
の
創
作
の
態
度
な
り
、
表
現
の
妙
味
な
り
を
、
理
解
、
感
得
す

る
と
い
ふ
よ
り
も
、
文
の
内
容
を
な
す
作
者
の
生
活
行
為
な
り
、
生
活
態

度
を
憧
憬
、
模
倣
す
る
こ
と
に
意
を
向
け
や
す
く
な
つ
て
し
ま
ふ
。
児
童

の
文
を
観
る
態
度
が
、
か
う
し
た
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
、
文
の
鑑
賞
指
導

上
非
常
な
危
険
を
招
く
原
因
と
な
る
か
ら
十
分
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　こ
こ
に
見
ら
れ
る
安
藤
鉄
夫
の
考
え
方
は
、
新
し
く
、
ま
た
示
唆
に
富
む
。

わ
が
国
の
戦
後
の
作
文
・
綴
り
方
︵
教
育
︶
を
代
表
・
象
徴
す
る
も
の
と
さ
れ

る
こ
と
の
多
い
﹃
山
び
こ
学
校8
﹄
は
、
そ
こ
に
表
現
さ
れ
た
生
徒
の
生
き
方
・

生
活
の
姿
よ
り
も
、
そ
れ
ら
に
取
り
組
む
取
材
力
、
表
現
・
描
写
力
、
文
章

力
、
そ
の
活
動
を
支
え
る
主
体
的
な
言
語
力
⋮
⋮
が
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
﹁
表
現
﹂
よ
り
も
、
表
現
さ
れ
た
﹁
内
容
﹂
と
し

て
の
生
活
・
生
き
方
が
感
動
の
対
象
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
教

育
実
践
記
録
の
読
み
方
と
し
て
誤
っ
た
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　こ
の
よ
う
な
、
戦
後
の
作
文
・
綴
り
方
教
育
が
生
み
出
し
た
﹃
山
び
こ
学

校
﹄
へ
の
評
価
の
誤
り
を
、﹃
山
び
こ
学
校
﹄
刊
行
の
四
年
前
に
、
安
藤
鉄
夫

は
、
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　最
後
に
、
③
の
﹁
戦
前
の
作
文
・
綴
り
方
教
育
の
持
つ
長
所
を
再
評
価
し
、

そ
れ
を
新
た
な
視
点
か
ら
継
承
し
よ
う
と
す
る
も
の
﹂
の
中
か
ら
、
五
の
三
浦

一
の
﹁
与
へ
る
文
話
の
研
究
﹂
を
取
り
上
げ
た
い
。

　三
浦
一
は
、﹁
初
等
科
二
年
に
与
へ
た
い
文
話
要
項
﹂
と
し
て
、
文
話
を
与

え
る
留
意
点
を
、

一
・
材
の
範
囲
を
拡
大
し
て
や
る
。

二
・
少
し
づ
つ
内
面
的
な
観
方
に
ま
で
向
は
せ
る
。

三
・﹁
日
記
﹂﹁
童
詩
﹂﹁
手
紙
﹂
の
初
歩
的
な
も
の
を
取
り
入
れ
る
。

の
三
点
と
し
て
示
し
た
後
に
、﹁
こ
も
り
﹂
と
題
し
た
二
年
生
の
児
童
の
文
章

を
取
り
上
げ
、
そ
の
後
に
、
次
の
よ
う
な
﹁
文
話
﹂
の
例
を
示
し
て
い
る9
。

◎
﹁
皆
も
お
も
り
を
し
た
こ
と
が
あ
る
で
せ
う
。
お
も
り
は
中
々
め
ん
ど

う
で
す
が
、
こ
れ
を
読
む
と
よ
く
お
も
り
を
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す

ね
。
妹
を
お
世
話
し
て
ゐ
る
お
姉
さ
ん
ら
し
い
と
こ
ろ
、
妹
の
か
は
い
い

と
こ
ろ
が
わ
か
り
ま
す
ね
。
ね
え
さ
ん
、
お
か
あ
さ
ん
、
ヨ
シ
子
の
こ
と

ば
に
﹁

　﹂
を
つ
け
て
い
ま
す
ね
﹂

　こ
の
例
か
ら
、﹁
文
話
﹂
を
用
い
た
指
導
と
は
、
学
級
の
全
員
の
児
童
を
対

象
に
、
特
定
の
児
童
の
文
章
を
例
と
し
て
取
り
上
げ
な
が
ら
、
具
体
的
な
形
で

語
り
か
け
、
指
導
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
学
級
の
児
童
が
共
通
し

て
持
つ
課
題
や
問
題
を
、
あ
る
い
は
、
時
に
は
本
人
も
気
づ
い
て
い
な
い
長
所

や
短
所
を
、
具
体
的
な
学
級
の
児
童
の
文
章
を
例
に
、
学
級
の
全
員
に
対
す
る

一
斉
指
導
と
し
て
話
し
か
け
気
づ
か
せ
よ
う
と
す
る
。

　と
も
す
れ
ば
個
別
の
赤
ペ
ン
あ
る
い
は
膝
下
指
導
に
な
り
が
ち
な
作
文
指
導

を
乗
り
越
え
る
た
め
の
、
一
つ
の
方
法
で
あ
ろ
う
。
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　こ
の
三
浦
一
の
﹁
与
へ
る
文
話
の
研
究
﹂
で
は
、
上
に
取
り
上
げ
た
﹁
初
等

科
二
年
に
与
へ
た
い
文
話
要
項
﹂
を
含
め
、
一
年
か
ら
六
年
ま
で
の
各
学
年
ご

と
の
児
童
の
作
文
と
文
話
の
例
、
及
び
解
説
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
い

ま
、
上
の
﹁
初
等
科
二
年
に
与
へ
た
い
文
話
要
項
﹂
の
発
展
と
し
て
、﹁
初
等

科
四
年
に
与
へ
た
い
文
話
要
項
﹂
と
﹁
初
等
科
六
年
に
与
へ
た
い
文
話
要
項
﹂

を
取
り
出
す
と
、
そ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

初
等
科
四
年
に
与
へ
た
い
文
話
要
項

一
．
多
方
面
に
暗
示
を
与
へ
、
価
値
の
あ
る
題
材
を
用
意
さ
せ
る
。

二
．
文
の
中
心
点
を
定
め
、
そ
れ
に
よ
つ
て
文
を
統
一
す
る
よ
う
に
さ

せ
る
。

三
．
長
文
を
作
ら
せ
、
十
分
綴
る
力
を
伸
ば
す
と
同
時
に
表
現
上
の
工

夫
を
さ
せ
る�0
。

初
等
科
六
年
に
与
へ
た
い
文
話
要
項

一
．
社
会
的
事
象
に
対
す
る
感
想
評
論
方
面
を
知
ら
せ
る
。

二
．
物
の
観
方
を
一
層
内
省
的
に
考
へ
さ
せ
る
。

三
．
真
実
の
表
現
を
た
つ
と
ば
せ
、
生
活
観
照
の
態
度
を
深
め
る��
。

　右
の
よ
う
に
取
り
上
げ
る
と
、
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、〝
取
材
範
囲
の

拡
大
↓
多
方
面
化
へ
の
暗
示
↓
社
会
的
事
象
〟〝
文
種
の
拡
大
↓
価
値
の
あ
る

題
材
↓
真
実
の
表
現
〟〝
内
面
的
な
観
方
↓
綴
る
力
・
文
を
統
一
↓
真
実
の
表

現
〟〝﹁
日
記
﹂﹁
児
童
詩
﹂﹁
手
紙
﹂
↓
長
文
↓
感
想
評
論
方
面
〟
と
、
様
々
な

観
点
か
ら
の
発
段
階
、
指
導
の
系
統
・
発
展
が
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
及
び
指
導
の
観
点
に
よ
っ
て
、
教
師
は
、
毎
回
の
指

導
の
言
葉
や
内
容
を
具
体
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
児
童
に
と
っ

て
も
、
た
だ
書
く
の
で
は
な
く
、
書
く
際
の
課
題
や
留
意
点
、
注
意
点
を
は
っ

き
り
と
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。

　こ
の
よ
う
な
立
場
・
観
点
か
ら
行
わ
れ
る
﹁
文
話
﹂
は
、
児
童
に
対
す
る
、

書
く
前
の
取
材
・
構
成
・
記
述
⋮
⋮
の
指
導
で
あ
り
、
書
い
た
後
の
、
児
童
の

作
文
に
対
す
る
教
師
の
評
価
・
励
ま
し
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

四

　お
わ
り
に

　我
が
国
の
教
育
、
わ
け
て
も
国
語
︵
科
︶
教
育
は
、
戦
後
、
大
き
く
転
換
し

た
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
国
語
︵
科
︶
教
育
を
支
え
る
方
法
・
制
度
・
思

想
・
原
理
：
原
則
の
全
て
が
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
に
伴
う
社
会
体
制
の
変

化
︵
変
容
︶
に
よ
っ
て
、
制
度
的
に
も
内
容
的
に
も
、
大
き
く
変
化
︵
変
容
︶

し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
変
化
︵
変
容
︶
の
姿
と
戦
後
の
到
達
点
の
具

体
的
な
あ
り
よ
う
と
を
、
各
地
域
の
教
師
の
典
型
的
な
実
践
記
録
や
回
想
か

ら
、
あ
る
い
は
時
々
の
学
校
文
集
・
学
級
文
集
等
に
収
め
ら
れ
た
児
童
の
文
章

か
ら
と
ら
え
よ
う
と
し
て
き
た
。
そ
の
作
業
の
中
で
本
稿
に
取
り
上
げ
た
﹃
綴

方
実
践
へ
の
道
﹄
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
冒
頭
に
も
述
べ
た
が
、
昭
和

二
二
年
二
月
に
北
海
道
・
札
幌
市
で
刊
行
さ
れ
た
本
書
﹃
綴
方
実
践
へ
の
道
﹄

と
の
出
会
い
は
大
き
な
驚
き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
出
会
い
以
上
に
、
そ
の
内

容
の
新
鮮
さ
へ
の
感
動
を
禁
じ
え
な
い
。
戦
前
の
豊
か
な
遺
産
を
継
承
し
た
新

た
な
作
文
・
綴
り
方
教
育
へ
の
理
解
・
実
践
の
姿
が
、
こ
の
﹃
綴
方
実
践
へ
の

道
﹄
に
見
出
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
戦
後
の
作
文
・
綴
り
方
教
育
理
論
・
実
践

の
成
立
・
展
開
へ
の
理
想
的
な
姿
が
、
こ
こ
に
、
す
で
に
、
様
々
な
形
で
豊
か
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に
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

注�
飯
田
廣
太
郎
︵
い
い
だ
・
ひ
ろ
た
ろ
う

　一
八
九
四―

一
九
五
四
︶
札
幌
師

範
学
校
卒
業
。﹁
読
本
夜
話
会
﹂﹁
国
語
夜
話
会
﹂
を
組
織
し
、
北
海
道
内
の

国
語
教
育
研
究
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
北
邦
教
育
協
会
か
ら
﹃
飯
田
廣
太
郎

記
念
著
作
集
︵
全
六
輯
︶﹄
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

�
飯
田
廣
太
郎
﹁
推
奨
の
こ
と
ば
﹂

 
 

﹃
綴
方
実
践
へ
の
道
﹄ 

三
～
四
ペ
ー
ジ

�
山
田
貞
一
﹁
綴
り
方
教
育
の
回
顧
と
反
省
﹂
　

 
 

同

　右

　書 

八
ペ
ー
ジ

� 

同

　
　右 

一
四
～
一
五
ペ
ー
ジ

�
山
崎

　弘
﹁
綴
方
教
室
の
経
営
﹂
　
　

 
 

同

　右

　書 

四
七
～
四
八
ペ
ー
ジ

�
源

　政
一
﹁
問
題
と
な
る
作
品
の
処
理
﹂

 
 

同

　右

　書 

一
一
二
ペ
ー
ジ

�
安
藤
鉄
夫
﹁
綴
方
の
生
活
指
導
﹂
　同
右
書 

四
二
ペ
ー
ジ

8
無
着
成
恭
﹃
山
び
こ
学
校
﹄
一
九
五
一
．
〇
三
．
〇
五

　青
銅
社

　

9
三
浦

　一
﹁
与
へ
る
文
話
の
研
究
﹂

 
 

﹃
綴
方
実
践
へ
の
道
﹄ 

 

六
一
～
六
二
ペ
ー
ジ

�0 

同

　
　右 

六
五
ペ
ー
ジ

�� 

同

　
　右 

六
八
～
六
九
ペ
ー
ジ

︵
岡
山
大
学
名
誉
教
授
︶
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に
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

注�
飯
田
廣
太
郎
︵
い
い
だ
・
ひ
ろ
た
ろ
う

　一
八
九
四―

一
九
五
四
︶
札
幌
師

範
学
校
卒
業
。﹁
読
本
夜
話
会
﹂﹁
国
語
夜
話
会
﹂
を
組
織
し
、
北
海
道
内
の

国
語
教
育
研
究
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
北
邦
教
育
協
会
か
ら
﹃
飯
田
廣
太
郎

記
念
著
作
集
︵
全
六
輯
︶﹄
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

�
飯
田
廣
太
郎
﹁
推
奨
の
こ
と
ば
﹂

 
 

﹃
綴
方
実
践
へ
の
道
﹄ 

三
～
四
ペ
ー
ジ

�
山
田
貞
一
﹁
綴
り
方
教
育
の
回
顧
と
反
省
﹂
　

 
 

同

　右

　書 

八
ペ
ー
ジ

� 

同

　
　右 

一
四
～
一
五
ペ
ー
ジ

�
山
崎

　弘
﹁
綴
方
教
室
の
経
営
﹂
　
　

 
 

同

　右

　書 
四
七
～
四
八
ペ
ー
ジ

�
源

　政
一
﹁
問
題
と
な
る
作
品
の
処
理
﹂

 
 

同

　右

　書 

一
一
二
ペ
ー
ジ

�
安
藤
鉄
夫
﹁
綴
方
の
生
活
指
導
﹂
　同
右
書 

四
二
ペ
ー
ジ

8
無
着
成
恭
﹃
山
び
こ
学
校
﹄
一
九
五
一
．
〇
三
．
〇
五

　青
銅
社

　

9
三
浦

　一
﹁
与
へ
る
文
話
の
研
究
﹂

 
 

﹃
綴
方
実
践
へ
の
道
﹄ 

 

六
一
～
六
二
ペ
ー
ジ

�0 

同

　
　右 

六
五
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ジ
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八
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